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研究成果概要 
 大気中に比べて炭酸ガス濃度の高い雰囲気でシリケート接合の固化を行うた
め、容器に炭酸ガス(CO2)を封入し、炭酸ガス濃度の保持時間を調べた。容器はア
クリル製デシケーターで容積は約11L有り、ガスの導入/排出はバルブの開閉で行
い、扉を閉じた状態ではエラストマーのシールで気密を保っている。容器内の炭
酸ガス濃度測定には、市販のガス濃度モニターを用いた。測定上限濃度は20%で、 
10%以下の濃度での分解能は0.01%である。 
 容器内が大気の場合の炭酸ガス濃度は0.04%であった。ボンベから容器内に炭
酸ガスを導入し、濃度8.00%でバルブを閉じ、容器内にガスを封入した。容器内
の炭酸ガス濃度の時間変化を、Fig.1に示す。炭酸ガス濃度は144時間経過後に 
5.84%まで低下した。この間の室温は21℃〜23℃であった。 
デシケーター内の炭酸ガスは、封入時の濃度8%が100時間程度は同オーダーで保
持できる。これを利用して、サファイアの小ブロックの接合サンプルを用意し、
大気の200倍の炭酸ガス雰囲気中で固化させ、大気中固化サンプルとの強度比較
試験へ進む予定である。 
                                                                  
                                                                  
                                                                     
                                                                  
                                                                  
                                                                  
                                                                   
                                                                  
                                                                  
     
 
 
 
 
 
 
   
 
    
                                                                  
   
  Fig.1 デシケータ内に封入した炭酸ガスの濃度変化。空中より炭酸ガス濃度の高い環境で
シリケート接合の固化過程を行うため、炭酸ガスの保持能力試験を行った。封入時8%の炭酸ガ
ス濃度は、同オーダーで100時間程度は保持される。 
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